
問　下京エコまちステーション（☎366-0186）

　夏といえば「花火」を思い浮かべる方が多いと思います。家族、友達とす
る花火はとても楽しいものです。しかし、遊び方を誤ると思わぬやけどや
火災の危険があり、注意が必要です。花火遊びも、ソーシャルディスタン
スで安全に！
　今回は、正しい花火の使用方法について紹介します。

してはいけないこと 正しい遊び方

×�花火の準備をする時、
花火とライターだけ
用意する。

〇�花火をする前に、水の入ったバケ
ツとごみ袋は必ず用意しましょう。
また、花火にはライターではなく
ローソクで火をつけるようにしま
しょう。

×�風が強くても、花火
をしようとする。

〇�強い風が吹く中での花火は控えま
しょう。

×�子どもだけで花火を
する。

〇�花火は、必ず大人と一緒にするよ
うにしましょう。

×�両手に花火を持った
り、花火を人がいる
方に向ける。

〇�いずれも危険な行為です。花火を
しているときは、やけどをしたり、
させたりしないよう周りをよく見
ましょう。

×�使い終わった花火を
地面に置いておく。

〇�花火の火が消えても、必ず水の入
ったバケツに入れ、確実に消火し
ましょう。また、出たごみは全て
持ち帰りましょう。

　来年は無事執り行われるよう
祈っています！
　今年の祇園祭の行事予定は、
祇園祭山鉾連合会のホームペー
ジをご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクやティッシュ
などのごみを捨てる際は、マスクなどを袋で包んだうえで、「燃や
すごみ」として本市指定の燃やすごみ用ごみ袋（黄色い袋）に入れて
排出してください。
　ごみ収集作業を行う際、ごみ袋が破裂して中身（マスク、ティッ
シュなど）が飛散することから生じる感染リスクを減らすため、ご
協力をお願いします。

マスクなどの捨て方について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
今
年
は
、
稲
荷

祭
、
松
尾
祭
な
ど
神
輿
が
区
内
を
巡
行
す
る
地
域
の
代
表
的

な
祭
り
が
一
部
取
り
や
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
京

都
の
三
大
祭
り
は
葵
祭
に
続
き
、
祇
園
祭
も
山
鉾
巡
行
な
ど

主
要
な
行
事
が
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
町
衆
の
思
い
を

受
け
継
い
で
き
た
祇
園
祭
に
懸
け
る
思
い
を
、
下
京
区
に
お

住
ま
い
で
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
理
事
の
田
原
大
仁
氏（
太

子
山
保
存
会
理
事
長
）に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人　
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会　

�

理
事　
田た

原は
ら

大だ
い
ひ
と仁

　
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
日
本
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
突
然
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ

て
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
祇
園
祭
は
？ 

３
月
27
日
山
鉾
連
合
会
34
ケ
町
代

表
者
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
言
は
い
ろ
い
ろ
、「
疫
病

退
散
の
祭
り
だ
か
ら
行
お
う
」「
感
染
症
拡
大
の
恐
れ
か
ら�

や
め
よ
う
」意
見
は
正
反
対
で
す
。
祭
り
を
行
い
た
い
と
の

気
持
ち
は
同
じ
な
の
で
す
が
、
代
表
者
達
の
思
い
は
複
雑
で

し
た
。
後
に
残
念
な
が
ら
巡
行
中
止
が
決
定
し
通
達
さ
れ
ま

し
た
。

　
祇
園
祭
の
歴
史
は
、
お
お
よ
そ
平
安
時
代
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
巡
行
中
止
は
、
応
仁
の
乱
、
江
戸
期
の
市
中
大
火
、
太

平
洋
戦
争
、
阪
急
の
地
下
化
工
事
以
来
の
こ
と
で
、
延
期
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
て
も
、
今
回
の
中
止
決
定
は
、
私

達
祭
り
関
係
者
に
は
大
惨
事
な
の
で
す
。

　
巡
行
中
止
を
受
け
、
さ
あ
会
議
を
開
こ
う
と
し
て
も
コ
ロ

ナ
禍
で
、
顔
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
た
会
合
を
開
け
な
い
状
態

で
す
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
に
連
絡
方
法
を
切
り
替
え
、
次
は

リ
モ
ー
ト
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
の
若
い
人
に
教
わ
り

な
が
ら
リ
モ
ー
ト
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
画
面
を
通
し

た
顔
と
顔
に
照
れ
な
が
ら
も
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
事
に
不
便
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
新
し
い
変
化

や
新
時
代
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
、
地
域
自
治
連
の
お
役
を
し
て
い
た
頃
は
、
大
げ
さ

に
言
え
ば
、「
三
日
に
あ
げ
ず
」の
言
葉
と
同
様
、
誰
か
と
連

絡
し
ま
た
会
い
に
行
き
、
打
ち
合
わ
せ
し
て
多
く
の
区
民
と
行

事
を
行
い
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
学
区
の
行
事
が

無
く
な
り
ま
し
た
。
区
民
同
士
が
密
に
接
し
て
き
た
関
係
、
絆

が
、
無
く
な
り
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
は
、
人
と
人
と

の
距
離
を
開
け
る
、
空
け
る
禍
わ
ざ
わ
いな
の
で
す
…
…

　
し
か
し
、
先
人
達
は
疫
病
を
見
越
し
て
か
、
神
社
や
お
寺
に

は
手
洗
い
所
を
設
け
、
参
拝
し
ま
し
た
。
習
慣
と
し
て
手
を
洗

う
癖
を
根
付
か
せ
ま
し
た
。
日
本
人
の
感
染
者
が
少
な
い
の

は
、
昔
か
ら
教
わ
っ
た
知
恵
、
そ
の
習
慣
が
感
染
者
を
少
な
く

し
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
そ
の
知
恵
を
持
っ
た
先
人
達
か
ら
、
物
だ
け
で
な

く
Ｄ
Ｎ
Ａ
も
受
け
継
い
で
い
る
の
で
す
。
真
面
目
で
一
生
懸
命

取
り
組
む
姿
勢
で
す
。
先
人
達
同
様
、
巡
行
が
中
止
に
な
り
ま

し
て
も
祇
園
祭
本
来
の「
疫
病
、
悪
霊
退
散
」「
家
内
安
全
」の
行

事
は
、
心
を
込
め
て
行
い
祈
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
祭
り
の
復
活
に
向
け
て
、
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
時
代
へ
の

歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

特
別
寄
稿

　
「
祇
園
祭
、
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
新
た
な
時
代
へ
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
不
安
感

に
便
乗
し
た
、
予
兆
電
話（
ア
ポ
電
）な
ど
を
含

む
特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
殊
詐
欺
被
害
の
う
ち
、
約
８
割
の
方
は
自

宅
固
定
電
話
へ
犯
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、
特
に

高
齢
者
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
ま
す
。
犯

人
か
ら
の
電
話
を
防
ぐ
に
は
、
防
犯
機
能
付
き

の
電
話
機
が
大
変
有
効
で
す
。
電
話
の
買
い
替

え
に
際
し

て
、
防
犯

機
能
付
電

話
機
の
購

入
を
ぜ
ひ

ご
検
討
く

だ
さ
い
。

問　
下
京
警
察
署（
☎
352
・
０
１
１
０
）

ホームページ
はこちらから！

➡

千
年
を
守
る
　
未
来
を
創
る

下
京
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
詐
欺
の
防
止
に
は
、防
犯
機
能
付
き
の

　
電
話
機
が
有
効
で
す
！
～

下京マモル君からのお知らせ
～楽しい花火に隠れる危険～

遊び方を確認し、事故を防ぐことで、
楽しい思い出にしましょう！

下京マモル君

問　下京消防署（☎361-4411）

ごみに直接触れない
ごみ袋はしっかり
縛って封をする

ごみを捨てた後は
手を洗う

ポリスまろん

（3）　令和２年7月15日　　第295号　 市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版 「�下京区役所ホームページ」トップページへの
バナー広告掲載を募集中です！

「
ゆ
ず
り
合
う
　
ゆ
と
り
で
走
る
　
新
時
代
」

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○�

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者

優
先
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

運 動
重 点


